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　本号では、当財団が課題選定と利用支援
を実施しているスパコン「京」の開発メン
バーである（独）理化学研究所計算科学研究
機構の渡邊統括役から幼少の頃の回想をま
じえて示唆に富む巻頭言を頂きました。
　さらに、高度情報科学技術分野でのご研
究等、専門家のご協力を頂き、刊行の運びに
なりましたことを、厚く御礼申しあげます。
　さて、今や一家に一台と言われるパソコ
ンですが、９月２８日は、そのパソコンの記念
日です。
　１９７９（昭和５４）年、日本電気（NEC）が
パーソナルコンピュータPC－８０００シリーズ
を発売し、ブームの火附け役となったその
発売日です。
　その頭脳部である世界初のCPUは、日本
の電算機メーカーであるビジコン社から汎
用LSIの開発依頼を受けて、インテル社が
開発し、１９７１年に発売されたインテル４００４
と言われています。

　世界初のパソコンは、１９７５年に発売され
たMITS社 の 組 立 式 マ イ コ ン キ ッ ト
Altair８８００で、日本では翌１９７６年にNECか
ら発売されたTK－８０が日本初のパソコンで
あると言われています。
　販売を開始してから４０年で、先進国での
普及率は、世帯ベースで７５％と言われるそ
うです。
　その要因は、巻頭言で渡邊統括役が言わ
れていた導入してすぐに使えるからだと思
います。
　また、今話題のスマートホンでも
AndroidがiPhoneに勝てない理由は使い勝
手の優劣に起因しているといわれています。
　どんなに性能が優れていても、使い勝手
の悪い製品は市場には受け入れられないよ
うです。
　我々技術者の端くれとして、「パソコン
の記念日」を記にこの現実を直視して開発
にあたる必要があると考えます。 （中村）
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